






































アズ.キ ・モザイクウイルス(Azuki-beanmosaic virus， AzMV) 東京大学農学部(当
時)の土崎常男氏から分譲を受けたAzMV病アズキ種子を播き， その種子伝染株から分
離し，アズキ〈宝)に保存したもの.
ダイズ・モザイクウイルス(Soybeanmosaic virus， SMV) 東北農試の高橋幸吉氏か
ら分譲を受けた SMV病ダイズ後子を矯き，その種子伝染病株から分離し，ダイズ(農林
4号〉で保存した SMV-A株.
ササゲ・モザイクウイルス (Cow伊amosaic virus， CoMV) タキイ種苗より購入した
黒種三尺ササゲの極子伝染病株から分離し，ササゲ(黒種三尺サザゲ)で保存したもの.
エンドウ・種子伝染モザイクウイルス (Peaseed-加rnemosaic virus， PSbMV) 1964 
年2月に和歌山県印南町で採集したオランダエンドウのモザイク病徴株から分離し，エン
ドウ(仏国大爽〉やソラマメ上で保存したP202株.
ナンキンマメ ・モットルウイルス (Peanutmott1e virus， PnMV) 1965年7月に岡山
県倉敷市で採集したナンキンマメの軽いモザイク病徴株から分離し， ソラマメ， エンド
ウ，ナンキシマメなどで保存した PN-15株.
インゲン・黄斑モザイクウイルス・ソラマメモザイク系(Beanyellow mosaic virus， 
broadbean mosaic strain， BYMV・B) 1963年2月に鹿児島県指宿市で採集した房州八
分ソラマメのモザイク病株から分離し，ソラマメ上で保存した V124株.
インゲン・黄斑モザイクウイルス・エンドウモザイク系(Beanyellow mosaic virus， 
pea mosaic strain， BYMV-P) 1964年11月に和歌山県御坊市で採集したオランダエンド
ウの鮮明な黄斑モザイク症状株から分離し， エンドウ(仏国大英)， ソラマメ上で保存し
たP242株.













































































































































































































































































































































カボチャ ・モザイクウイルス (Watennelonmosaic virus， WMV) 1964年11月和歌
山県印南町で採集した黒三度インゲシのモザイク症状株から分離し，キュウリ，ポンキン
上で保存したBW-3株.








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 1図 A: BCMVによるインゲン(大手亡〉のモザイク病徴.B: CoMVによ














よるタパコ (Samsun)接種葉の局部えそ病斑. E: 
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Nl521， WMV (井上，未発表)， キュウリモザイクウイルスのマメ科系統 (CMV-Le) (50.聞
が知られている. WMVは和歌山県下で採集されたことがあるだけであるが，この他のウ
イルスはほぼ全国的に発生しているものと考えられる. これらの各ウイルスは第3表に示





A. :r.."/ドウ，ソラマメ， C. amarantic%rに病原性がなく，インゲンでは主とし
て葉脈緑帯病徴.粒子は約750mμのひも状・ H ・H ・...・H ・...・ H ・..・ H ・.・H ・H ・H ・.・ H ・-…BCMV
B.ェγドウ，ソラマメ， C. amaranticolorに病原性があり，粒子は約750mμのひも状
1.イ γゲンの多くの品種に通常えそを伴わないモザイク病徴…..，・ H ・.…..・ H ・H ・H ・..BYMV-O
2.イγゲンの多くの品種に全身えそ病徴...・ H ・H ・H ・....・ H ・...・ H ・..……...・ H ・..・ H ・..BYMV-N
3.山城黒三度，つるなし金時など以外のイ ンゲン品種には病原性がなく，キュ
ウリ， カボチャなどウリ科植物にモザイク病徴….・ H ・.…..・ H ・.…・ H ・H ・.…・γ….WMV
C.品ンドウ，ソラマメ， C. amaranticolorに病原性があり，粒子は径約30mμ
































A.ソラマメ， C. amaranticolorに病原性がなく， アズキでは主として葉脈緑帯
病徴.粒子は約750mμ のひも状...・H ・.・H ・...・H ・..・H ・...・H ・.・H ・.・H ・H ・H ・...・H ・...AzMV
B.ソラマメ， C. amaranticolorに病原性があり
1.インゲン(山嵐黒三度などを除く)，ベチュニア，ボンキンに病原性がない
粒子は長さ約750mμ のひも状・・H ・H ・-…..・H ・.・H ・..・H ・..・H ・.・H ・H ・..・H ・-…・・ CoMV
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A.ポンキン，ベチュエア， エンドウに全身感染.粒子は径約30mμ の球状....・H ・..…・CMV-Le
B.ポンキンに病原性がない
1.ベチ 2 ニアにモザイ{1，エンドウにモザイクやえそ病徴.粒子は球状・H ・H ・...・H ・..PDMV
2.ベチュニア，エンドウに病原性がなく，ソラマメに全身病徴， C. amaranticolor 

























































も状.ダイズでは主に葉脈緑手持病徴...・ H ・H ・...・H・..・H ・...・H ・...・H・...・H ・.…..・H ・..SMV
2. リョクズ.C. amarantic%rに局部病斑.タパコに無病徴金身感染.粒子は









































のひも状……H ・H ・...・H ・...・H ・.・H ・.PnMV
ソラマメ，エンドウに発生するウイルスの種類は多く. BYMV -B(30. 32. 3b)， BYMV _P(32)， 
BYMV心(30.82)， BYMV-N¥30.S2). PSbMV(26)， PDMV(30.31) (第2図H)の各ウイルスが両
方の機物に発生する，さらにエンドウでは WMV(U.30.S1)，ホワイトクローバー・モザイクウ
イルス (WCMV)(26.31)(第2図E). CMV-Le(16.30.S1)が，ソラマメ には V166 (BYMV) 
(井上，本報).ソラマメ・えそモザイクウイルス (BNV)(8. 9.10.32) (第2図F)が発生して
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パーに病原性がない.粒子は長さ約750mμ のひも状…...・ H ・.…・ H ・H ・...・ H ・.・H ・...PnMV
2.イγゲγ，ラヂノクローパー， レッドクローパーに全身病徴.粒子は長き約500
mμ のひも状…...・ H ・..….....・ H ・-…・ H ・H ・...・ H ・.・ H ・...・ H ・...・ H ・...・ H ・..…...・ H ・-…WCMV
B.ベチュニア，ポγキン.C. amaranticolorに病原性があり，ダイズに病原性が
ない.粒子は径約30mμ の球状…...・ H ・.・ H ・....・ H ・..・ H ・...・ H ・...・ H ・.・ H ・.…・CMV-Le
C.ベチュエア.C. amaranticolorに病原性があり，ポンキンに病原性がない.エ
ンドウ， ソラマメに明擦なモザイクやえそ病徴，粒子は球形...・ H ・...・ H ・.・H ・.・H ・...PDMV
D.ポγキγ.C. amaranticolorに病原性があり，ベチュニアに病原性がない
1.ポγキγに全身黄色小斑点病徴. エンドウ，ソラマメにえそおよびそザイク
病徴.粒子は長さ約750mμ のひも状....・ H ・...・H ・...・ H ・...・ H ・-…..・ H ・..・H ・-…..p238 
2.ポンキンに明瞭なモザイク病徴. ェγ ドウ，ソラマメに不明瞭なモザイク病
徴.粒子は長さ約750m/'のひも状..，・ H ・.…..・ H ・.・ H ・H ・..・ H ・-…....・H ・...・ H ・...WMV
E.ベチュエア，ポγキンに病原性がなく.C. amaranticolorに病原性あり
1.対日絹爽および WisconsinPerfectionエンドウに全身感染する
i.ェγ ドウに主としてえそ病徴.粒子は径25mμの短梓状….・ H ・-…..・ H ・...・ H ・-…BNV
i.ェγドウに退色，捲葉，モザイク病徴.粒子は長き約750mμ のひも状...・H ・-…PSbMV
2. :If十日j絹爽エンドウに病原性があり. Wisconsin Perfectionエンドウには病
原性がない.粒子は長さ約750mμ のひも状
i.インゲンの多くの品種にそザイク病徴.ササゲに病原性がない…...・H ・..………BYMV。
i.インゲンの多くの品種に葉脈緑帯病徴.ササゲに病原性がある・ H ・H ・..・ H ・H ・H ・.…V166
ii.ィγゲンの多くの品種にえそ病徴.ラヂノクローパーに全身感染..・H ・...・H ・.BYMV-N
iv.山成黒三度，つるなし金時など少数の品種を除き，インゲγに全身感染しない
a.エンドウ，ソラマメに鮮明な黄斑モザイク病徴...・ H ・..・ H ・.・ H ・...・ H ・-……BYMV-P
b.エンドウ，ソラマメに軽いモザイク病徴…...・ H ・.… H ・H ・.・ H ・H ・H ・...・ H ・...BYMV・B
マユ状 球状 蚕音量20m~ 長さ約5ω函μ立ひも状
BYMV..() BYMV-N AMV PDMV CMV・Le WCMV 
レッドクローfZ- (M) N.M.D M M 百1
ホワイトクローパー M M M ロ1
ソ ラ -マ メ M N.M.D N M.N N ロ1
ェ γ 絹ド ウ
(:If十日 爽〉 M N.M.D N M.N.Stu M 口1
イ ユノ ゲ :.; M N.D L/S (L) M m (トップクロップ)
ベチュユア M M M 
ベポカボチンャ〕
(ポ γ キ M 




ない.粒子は長さ約5∞mμ のひも状…....・ H ・.....・ H ・.… H ・H ・.・ H ・...・ H ・.・H ・...WCMV
B.ソラマメ，エンドウ.C. amarantic%rに病原性がある
1.ベチュユア，ポンキγに病原性急り，粒子は径約30mμ の球状…..・ H ・'"・H ・..…・CMV・Le
2.ベチュユアに病原性があり，ポンキγに病原性がない
i.レッドクローパー，ラヂノクローパーにモザイク.多くの場合イシゲンに明
僚な局部えそ病斑. エンドウに不明瞭な全身病徴.粒子は約 36~58x18 
mμのマユ形・ H ・H ・H ・H ・.…・ H ・H ・...・ H ・...・ H ・...・ H ・...・ H ・H ・H ・...・ H ・...・ H ・H ・H ・..AMV
i.レッドクロー パー ， ラヂノクローパーに病原性がない. 少数のインゲン品種
に不明確な局部病斑.エンドウに明瞭なモザイク病徴.粒子は球形…...・H ・..……PDMV
3.ベチュエア，ポンキンに病原性がない.粒子は長さ約750mμのひも状
i.ソラマメ，エンドウ，インゲンに主としてモザイク病徴・ H ・H ・.…..・ H ・...・ H ・.BYMV・0































方を拡大して， PMV (BYMV-B， BYMV-P)の示す寄生性と他の BYMV系統の寄生性と
の差異は別種のウイルスとするより BYMV系統聞の差異と見るものである.
種子伝染性の BCMV，AzMV， CoMV， SMV ii¥，、ずれも他の PVY群マメ科ウイルスに
比べて寄主範囲は狭〈限られており， しかも互いに異なっている. Cross protection test 












はないであろう. しかし， rp238Jウイルス株は寄主植物の種類から見ると BYMVと

















マメに分布している. また，汁液で移るものでもクロタラリヤから tobaccoringspot virus 
が.エンドウから peastreak vlrus様の未同定ウイルスなどが得られているが本報の記述に
は入っていない.















に Beanyellow mosaic virusを中心にして， 約20種の植物に汁液接種を行なって寄主
範囲の比較実験を行なった.用いたウイルスはインゲン ・モザイク (BCMV)，アズキ ・モ
ザイク(AzMV)，ササゲ ・モザイク (CoMV)，ダイズ ・モザイク (SMV)，エンドウ・種






ュウリ ・モザイクのマメ科系統 (CMV・Le)，およびエンドウ・萎縮モザイク (PDMV)の各
ウイルスも含めて，擁物別に具体的な検索のための判別植物を選定して判別植物の反応表
を作成し，さらに検索表の形式にもまとめてみた.インゲンに発生する BCMV，BYMV， 
WMV， CMV-Leの各ウイルスはインゲン(トップクロ y プ)， ェγドウ(対日絹爽)，ソ
ラマメ，ベチュニア，ベポカボチャ， および C.amaranticoJorを用いて判別できる.ア
ズキの AzMV，CoMV， CMV-Leの各ウイルスにはアズキ，ソラマメ，インゲン，ベチュ
ユア，ベポカボチャ，および C.amaranticoJorを，ササゲでの CMV-Le， PDMV， CoMV 
の各ウイルスにはササゲ，エンドウ，ベポカボチャ，および C.amaranticoJor，ダイズで
は SMV，SSV， AMV， BYMVをダイズ(農林4号)， インゲシ，エンドウ，ササゲ， リ
ヨクズ， C. amaranticoJorにより， ナンキンマメの TuMV，PnMVではナンキンマメ，
エンドウ，夕、、イコン， C. amaranticoJorを， エンドウやソラマメのウイルス (PSbMV，
BYMV， PnMV， WMV， P238， WCMV， BNV， PDMV， CMV-Le)にはソラマメ，エンド
ウ(対日絹葵， Wisconsin Perfection)，ダイズ，アズキ，インゲン，ベチュニア，ベポカ
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